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General Activities Report 
一般活動報告書


一般活動レポート



ブロック9代表　　　キャロライン　イディオス



ブロック1代表　　　アリサ　トビン　　　　　　 

はじめに
当レポートでは、過去数カ月にわたって行われた、または現在も継続中の全国AJETのプロジェクト及び活動について説明するとともに、都道府県別支部の活動についても紹介する。下記のプロジェクトや活動について、自治体国際化協会（以下CLAIR）、文部科学省、外務省、総務省からのご質問やご意見等を頂きたいと考えている。
教育功労賞(TAP)、国際化賞(IAP)、AJET賞
全国AJETの主要な目的は、契約団体とJET参加者との関係をよりよくする事であり、JET参加者同士のサポートの手助け、特別事業の後援、会議の準備とともにこれらの目的を促進する様々な活動を行っている。そのようなプロジェクトの例が、全国AJETの国際化賞と教育功労賞である。受賞候補者は全国各地のJET参加者から寄せられた推薦によって選考される。
今年は国際化賞が始まってから5年目となる。この賞は、地域において様々な努力をし、JETプログラム参加者への支援をする事で、草の根レベルでの国際化に大いに寄与している個人を表彰するためにつくられた。
  

教育功労賞は、1996年に創設された。その目的は、生徒に英語でコミュニケーションをさせるための工夫や活動を通して国際理解を促進し、JET参加者の英語の授業をサポートしている素晴らしい教師を表彰することである。
全国AJETは、それぞれの地域で素晴らしいメンバーを推薦してくれた方々に感謝したい。2010年の国際化賞の受賞者は、福岡県の井上郁子先生である。先生は世界の、特にネパールでの子供の教育を支援した。教育功労賞は愛媛県城辺中学校の松平直先生が受賞した。先生は英語教育においての多大な貢献が認められた。
全国AJETは、優れたJET参加者、AJETグループ、イベント・企画を表彰するための３つの賞を用意している。教育功労賞と国際化賞は、JET参加者が、教育と国際化の分野において多大な貢献をしている日本人教師と地域に住む日本人を推薦することで、地域との交流を深める目的で作られた。
それぞれの推薦者の数を増やすため、少々変えた点は、その二つの賞の募集を同時に行うことと、募集期間が2ヶ月間となった事である。推薦の受け付けは、2010年2月2日から4月2日までであった。  

帰国前研修の求職・教育フェア 

昨年、教育フェアは、その場所が研修会とは離れており、多くのJET参加者にとって研修会の合間に参加するには遠すぎたため、しばしば中断された。このために会議を早めに切り上げてしまった企業パートナーもいた。研修終了後にJET参加者がフェアへ着いた頃には、企業パートナーのほとんどは残っていなかった。 今年のフェアは、昨年と違い、出展者とJET参加者双方に評判の良いものとなった。フェア会場は研修会の部屋のすぐ前の別館のホールだったため、多くのJET参加者は企業パートナーと研修会の合間に話す事が出来、無駄な時間は少なかった。多くの企業パートナーはフェアが予定されていた６時30分まで参加していた。JET参加者と企業パートナー双方にとっての都合を考えると、可能ならばまた来年も同じ場所が使われる事を提案する。
AJET ピア・サポート・グループ（PSG）
AJETピア・サポート・グループは、AJETピア・サポート・グループ・コーディネーターのエミリーコリンス氏が管理している。2009、2010年度は、2名のボランティアコーディネーターが、現在21名のボランティアのスケジュールを管理している；キーラン・マーフィ氏とイド・ガバイ氏である。
 

2009年12月1日から2010年3月31日までの電話回数
12月－3回　　　1月－8回　　　2月－7回　　　3月－5回
 

2008年12月1日から2009年の11月30日までの間に83回、1か月平均6.9回の電話を受けた。ここ4カ月の平均5.8回と比較してみると、最近の件数は減少している。この減少を様々な事柄に起因すると考える事も出来るが、AJETピア・サポート・グループへの電話は、このサービスが随意の援助であることを考えれば、本来常に変動するものであると言える。
 

このサービスは、現在も確実に使われており、AJETピア・サポート・グループは、JET参加者への信頼のおける、専門的な支援を今後とも提供していく。
 

2010年から2011年のAJETピア・サポート・グループメンバーの新規募集
AJETピア・サポート・グループの年度は6月から6月までとなっており、新しい採用者に引き継ぎができるように期間が重複しているが、JETプログラムの終了の期間と重なり、ボランティアには忙しい時期となるだろう。新規のAJETピア・サポート・グループボランティアの募集締め切りは、今年度3月10日から26日までとなっている。
AJETピア・サポート・グループへは、13の募集に対して、26人の応募があった。2009年6月からのボランティアは23人であったが、そのうち12人が2010、2011年度まで継続することになったので、スタッフの数は全部で25人になる。
 

AJETピア・サポート・グループの2010年、2011年の年度は2010年6月に始まる。次年度のリーダーはエミリーコリンス氏(AJETピア・サポート・グループ・コーディネーター)とキーランマーフィ氏(ボランティアコーディネーター)である。現在、新たな通信システムが使われることになったため、AJETピア・サポート・グループでは以前と同じく1名のボランティアコーディネーターの配置となった。
AJETピア・サポート・グループの新たな通信システム
2009年3月21日に、スカイプをもとにしたテレコミュニケーションシステムを使用して、一年が経った。この通信システムは一年間にわたって、システム運用に影響を及ぼすような障害は一度も起こさなかった。AJETピア・サポート・グループは、この変更に満足している。
 

2009年から2010年までの支出は約110000円である。詳細は2010年5月最終決算書で決定する。この額は2008年から2009年までの予算の約6分の1、2007年から2008年までの予算の5分の2である。2008年6月から2009年6月までは、各地方を回って行われた研修により予算が増大した(以来オンラインでの研修となった)事を考慮し、なおかつ、より妥当な2007年から2008年の予算と比較しても、スカイプの導入によって運営費は250％の削減となった。
 

AJETピア・サポート・グループは全国AJETに資金の援助とともに様々な支援を得ている。AJETピア・サポート・グループはその支援に対し深く感謝したい。
 

謝辞
最後にAJETピア・サポート・グループは、CLAIRが引き続きサポートをしてくれることに対して感謝したい。CLAIRとAJETピア・サポート・グループ間の相互理解はいっそう深まっていると考えられる。2010年10月に、CLAIRはカウンセリング担当者研修会を開催し、公式にAJETピア・サポート・グループボランティアへ資金援助をする事になっている。以前、AJETピア・サポート・グループは帰国前研修会での対面式の研修や、AJETピア・サポート・グループ・コーディネーターが全国を回っての研修を行ってきた。 2009年から2010年は、どちらも出来なかった。
 

AJETピア・サポート・グループは高水準のサービス提供をしてきたが、AJETピア・サポート・グループボランティア間に強い連帯感があったとは言えない。カウンセリング担当者研修会へ参加できる事で、AJETピア・サポート・グループボランティアは 電話への応対にうまく対処出来るようになるだけではなく、以前のボランティアたちのように深い一体感を共有出来るようになるだろう。
出版物

今年度中間研修において｢プラネット英語｣と｢フォクシー・フォニックス｣を販売した各都道府県支部へ２０％の手数料を払った。兵庫、佐賀、志賀、島根の各都道府県が参加した。特に島根では多くの日本人英語指導員が書籍を購入を求めた。我々は新しい「県代表者ハンドブック」に注文情報を加え、このプログラムを来年も続けるつもりである。ブロック代表には中間研修前に都道府県別支部にこの事を確認してもらう予定である。全国AJETと都道府県支部は書籍販売から利益を得る事ができ、また多くのJET参加者がこれらの書籍を手に取る事が出来るだろう。

全国語学教育学会国際年次大会教材展示会や中山道英語の学会において、多くの日本人の英語教師、または英語の専門家が全国AJET関連の書籍を要望した。しかし、会場の規制のため、全国AJETは多くの場合販売をすることができなかった。このような要望に応えるため、全国AJETはアマゾンを通じて販売するために国際標準図書番号（ISBN）に申請する方法を調べている。
現在約15名のボランティアのJET参加者が「プラネット英語」の新装版を作成している。特に学習活動について改定を加えており、初版に載せた115の活動のうち、約90の活動が誤りを修正され、使い方を明確にした。さらに多くの国際化を促進させるための活動が加えられる予定である。その他の活動についても全国の外国語指導助手や国際交流員により報告された新しい活動と差し替えられる予定である。以下の活動を際立たせるために新しいインデックスを加える予定である。
　　　　　・15分以内で、ウォームアップとして使えるもの
　　　　　・クラスの活動の元気さを上げたり下げたりできるもの
　　　　　・初めて行う外国語指導助手にとって簡単なもの
　　　　　・事前の準備を必要としないもの
　　　　　・よくある文法項目に対応するもの
利用者が使いやすくするための変更もあるだろう。また、小学部門に日本的視点を加えるための方法も検討中である。
    

全国AJET役員会選挙
2010年2月12日から26日に行った、2010年から2011年全国AJET役員選挙の結果は以下の通りである。
会長 



島根県のキャロライン・イディオス
副会長 　　　


熊本県のスザン・リー・尾方
会計　　　　


奈良県のマーティン・ナッシュ 

第1ブロック代表 

岩手県のクレア・ギテンズ
第2ブロック代表 

山形県のブリアナ・ハリス 

第3ブロック代表 

埼玉県のジェフ・オット－
第4ブロック代表
第5ブロック代表 

福井県のアバリン・ベアー
第6ブロック代表 

兵庫県のシフテン・アニパーリ
第7ブロック代表 

奈良県のキャソリン・コバックス
第8ブロック代表 

愛媛県のビクトリア・マーフィ―

第9ブロック代表 

島根県のエミリー・マクブライド
第10ブロック代表 

佐賀県のジェシィ・ウェルティ
第11ブロック代表

宮崎県の張　守愛
SEA 代表 


長崎県のクリスティン・ウェグナー 

CIR 代表  


三重県のヴィシャル・ジャニ
翻訳・通訳担当 

PSG コーディネーター

鹿児島県のエミリ・コリンス 

ウェブマスター 


北海道のケビン・ミッチェル
AJET オンライン
ウェブページの改良
全国AJETのウェブサイトのテーマが改良され、現在、より見やすく、情報を探しやすいものになっている。
プロファイルセンター・メンバーサービスアップグレード

AJET プロファイルセンターは、現在、畳タイムシェアシステムと完全に統合されたものになり、AJET会員はいつでも畳タイムシェアを“起動する／停止する”事ができ、好きなようにプロフィールを“編集／削除”出来るようになっている。その新しいシステムはエンドユーザーがJET会員の自己管理が出来るようデザインされたものである。


新しい“選挙システム”

新しい“選挙システム”はウェブサイトのアクセスのし易さ、管理、効率性を改良したうえで、ウェブサイトに統合された。選挙を担当する評議委員は、いつでも選挙結果をみることが可能である。また、評議委員やCLAIRの職員は、有効性の確認のため、登録されたJET参加者数のリストをダウンロードすることが出来る。投票の誤りを避けるため、投票が処理されてしまう前に、有効なＪＥＴ数を確認するためのアルゴリズムを活用している。選挙結果は、グラフやテキストによって表わされ、選挙が終わると、即座に見られるようになるだろう。
全国的な組織体制とサービス基準
全国AJETは、全ての都道府県別支部や専門部に対し、カスタマイズされたGoogle Online Officeへのアクセスを含むajet.netのサブドメインを提供している。それによって、専門部や都道府県別支部は、無料でイベントや計画をオンラインで進めることができる。このサブドメインは全国に広まる数多くのドメインを１つにまとめ、JET参加者の混乱を取り除くことを目的としている。たとえば、兵庫AJETはhyogo.ajet.netというドメインになります。同様に全国AJETは専門部や都道府県別支部に対し、譲渡可能な50MBのホスティングサービスを提供している。ウェブサイトはウィキ、フォーラム、またはブログなどの形態になる。
延期または未決プロジェクト
　―有料の”SurveyMonkey”と同様の柔軟性を持つ調査システムの実施(90% 完成)　
全国AJETは調査サービスに対しお金を支払う必要がない。都道府県別支部や専門部が調査システムを使用する際、無料で提供する。
　―“Paypal”を通じたオンライン支払サービス(90% 完成)
　Paypalを通じてオンラインでAJETのサービスや物品を購入することができる。
    

―月刊誌のオンラインでの編集(約60% 完成)
　全国AJET役員会は、オンラインで「メールマガジン」への公告を掲載したり修正でき、それにより関係者の手間を省き、必要な変更をより早く、簡単にできる。
―ブロックと都道府県別支部のレベルでのAJET会員の管理(70% 完成)
ブロック代表は指導府県別支部代表へ、それぞれの地域のAJETの名前や人数などの情報を与えることができる。これにより、都道府県別支部代表は、その地域で現在活動中の会員のリストを管理するために、ブロック代表と連携をとる事が出来る。全国AJET会計はAJETのサービスに対し誰が支払いをして、誰が支払いをしていないか、すぐに把握し修正することができ、全国AJET役員会はAJETメンバーに関する統計をいつでも確認することが可能となる。

―“Google Map”と畳タイムシェアとの統合（20％完成）
畳タイムシェアの会員は、グーグルマップを使う事で、他の会員がどこに住んでいるかを知ることができ、畳タイムシェアを通じて、宿泊先を手配する際直面する多くの問題を解消できる。
―全国AJET役員会の新しいフォーラムシステム（5％完成）
現在のフォーラムシステムは、十分うまく作動しているが、しかし、まだ分かりにくい面もある。アップグレードされたフォーラムシステムはコミュニケーションを容易にし、引き継ぎも容易になる。
AJET都道府県別支部のハイライト
宮城・仙台
  

“Fuku4sendai”は仙台市の国際交流員によって運営される慈善組織であり、外国語指導助手から不要になった服を集め、フィリピンの村へ送っている。“Midwinter Beach party”が開催され、参加者は夏服を着て参加し、チケット（350円）の一部が服の送料に使われた。全部で45人が参加し(うち約35名が外国人、10名が日本人)、合計20,000円が集められた。
福島
今年、“Global Citizens’Festival”がいわき市で開催され、世界中の音楽や食べ物をテーマに、様々な国際NGOが集まった。約50名の福島JET参加者がボランティアとして参加し、国際的な雰囲気で盛り上げた。JET参加者は子どもたちにフェイスペイントをしたり、自国のゲーム等を教えたりした。 

  

福島JETは「サバイバル漢字ガイド」を販売している。その本には、JET参加者が日本において直面する共通の漢字で、たとえば、公共料金、日本人の名字、場所、列車・バスなどの翻訳が載っている。「サバイバル漢字ガイド」は、東京オリエンテーションで販売している。
富山
富山AJETは富山市においてワインのイベントを主催した。そのイベントは、ワインに興味がある人や慈善基金へ援助したい人等を対象にしたものである。これにより、AJETの専門部である”Room2Read”へ17,000円を寄付した。毎年恒例のチャリティーショーと“オズの魔法使い”などのミュージカル演奏をはじめとする様々なショーの準備はすでに始まっている。これらすべて、一連の慈善事業となっている。
石川
  

毎年、石川県は県内の国際化地域を祝うためのフェスタを主催している。今年は、そのフェスティバルにおいて、石川県のAJETは、AJETやJETプログラムをテーマにしたテーブルを設け、JET参加者が制作した書籍等を販売することで、カンボジアのPEPY グループの募金活動を実施し、合計約60,000円を集めた。また、JET参加者は、それぞれの母国に関連するブースに参加した。
毎年JET参加者は金沢駅に集合し、チャリティー募金をしながら市民に向けてクリスマスキャロル（歌）を歌っている。今年は、約30人のJET参加者が参加し、PEPY グループに対し、10,000円を集めた。
福井
  

福井AJETは中間研修のチャリティーオークションを開催した。外国語指導助手がレッスンやディナーなどをオークションに提供し、JET参加者と日本人英語指導員が競り落とした。その集められたお金は地域の孤児院へ送られた。今年の物件の例では、サックスなどのレッスン、カリブ海料理、カラオケナイトなどだった。このイベントは大成功をおさめ、集められた300,000円は福井県の孤児院へ寄付された。
兵庫
兵庫AJETは、”Hugs for Haiti” を主催し、ハグ（抱擁）をすることで、ハイチ地震の救助活動に対し寄付をしてもらうため、1月に神戸や姫路にむけて出発した。これは兵庫周辺の職員室にも広まり、10万円を超えるお金が赤十字や健康憲章などのチャリティに分配された。
滋賀
  

滋賀AJETは、聖パトリックの祝日のイベントを開催し、「国境なき医師団」に対し、20,000円を集めた。他の県からのJET参加者も招待され、福井県のJET参加者もこのイベントに参加した。福井AJETは、現在、来月以降のチャリティーに対する様々なイベントを企画している。
奈良. 

奈良AJETは1月のイベントで、若草山の山焼きを見物するため奈良市に集まった。その後、夕食やパブクイズを行った。約30人が参加し、そのうち10人が日本人であった。そのイベントでは、15,000円が集められ、奈良の奨学基金へ寄付された。
  

第7ブロック・イベント
  

2月6日、大阪において、バレンタインの仮装舞踏会が開催された。ハイチ地震の援助基金へのチャリティー活動である。100人を超えるゲストが参加し、JET参加者70名、日本人30名であった。奈良、三重、和歌山、大阪、兵庫や京都府からきたJET参加者が参加し、約63,000円が集められた。
岡山 

  

岡山AJETは今年の1月に岡山にある西大寺の裸祭に参加するための旅行で、JET参加者や外国人を募った。4台のバスは満員となった。46人が裸祭に参加し、残りは見学した。
島根
  

中間研修の書籍の販売が2日間のセミナーのうち2日間行われた。AJETは寄付する書籍を持参するように呼び掛け、売上金は、全て島根の奨学基金へ寄付された。また、残った書籍は出雲の国際センターへ寄付された。その書籍販売は初年度の外国語指導助手のみ利用できたが、来年度からはJET参加者に広げられることを望んでいる。
3月6日の週末、松江、島根において、地方のJETコミュニティーが ”外国人から見た島根” という芸術展を開催した。そのイベントには6カ国（カナダ、アメリカ、アイルランド、イギリス、オーストラリアそしてニュージーランド）を代表する11人が参加した。作品の主なものは島根を写した写真であり、そのほか書道、水彩画など約50点もの作品が展示され、その芸術展のテーマは、”外国人から見た島根”で、島根の自然の美しさに焦点を絞ったものであった。その展示会は2日間で400人もの入場者を集め、大成功となった。
専門部（SIG)

Smile Kids Japan 

「Smile Kids Japan」においては、非常に成功した年となった。福井県内の児童養護施設から始まり、今では12の県において設立されている。国内の新聞にも取り上げられ、中日新聞や福井新聞では、JET参加者のグループに関して好意的に取り上げている。宮城県、東京都、山梨県そして山口県において始められたプロジェクトは、福井県、三重県、石川県、滋賀県、愛媛県、広島県、熊本県そして宮崎県においても始められている。それらに関わっている人数は、約250～300人と推定される。来年以降の計画では、日本の全ての県における児童養護施設への定期的な訪問を目標としている。このため、「Smile Kids Japan」は来日直後オリエンテーションでの情報フェアに出席し、全国AJET役員会と協力していくつもりである。
 ゴーマッドボランティアＳＩＧ（Go Make A Difference) 
12月の最終週に 「ゴー・マッド」ボランティアSIG  が2つのボランティアグループをタイの北東にある “Sangklaburi”と呼ばれる村にある “Baan Unrak” と “Baan Dada” の子どもたちの家へ派遣した。その2つのグループのリーダはJET参加者であり約20名のJET青年が “Baan Unrak” へ、約10名のJET参加者が “Baan Dada” へ派遣された。その両方とも成功し、次年度にむけ、計画と資金調達が始めらた。
  

来日直後オリエンテーション(4月期)

全国AJET役員会の代表として、ジェニファー・シ.・パーク会長とジョセフ・シャット副会長が4月期の来日直後オリエンテーションに出席した。日本語と英語で歓迎の挨拶し、一日中事務局を設けた。新任のＪＥＴ参加者が、それぞれの県の他のJET参加者に暖かく歓迎されることを願い、またCLAIRに協力いただいたことに対して深く感謝したい。
  

来日直後オリエンテーション（7、8月期）
  

全国AJETは、これまでの成功した来日直後オリエンテーションに引き続き、CLAIRと協力していく事を望んでいる。昨年AJETのワークショップのアウトラインは、全ての東京オリエンテーションの参加申込者から要求されたものであった。それにより、AJETは円滑にコミュニケーションをとることができ、ワークショップが重要であることを確認できた。これを今年も継続できることを喜ばしく思っている。今年のワークショップの目標は、AJETのワークショップにおいて、異なる分野からより多くの専門家に参加してもらうことである。企業パートナーからそれらの方々を選ぶ予定となっている。
昨年の12月に、CLAIRから、ワークショップにおいて全国AJET役員会をもっと活用してはどうかと提案があった。しかしオリエンテーションの日程を変更しない限り、情報フェアとワークショップの日が同時期になるため、実現は難しい。今回もまた、AJETセンターAJETデスクにとって、厳しい日程ではあるが、全国AJETは、CLAIRのワークショップのガイドラインに従ったやり方でAJETワークショッププレゼンターと綿密に打ち合わせていく予定である。
質問
1. 前回の意見交換会ではCLAIRと3省が認可した以外の教材へのリンクをJETプログラムウェブサイトに載せる話がありましたが、この手案は進んでいますか。

2. 7、8月期の来日直後オリエンテーションの参加者は何人を予想されますか？ 

3. 来日直後オリエンテーションでのAJETワークショップの話題を変更したいと思っておりますが、一つの提案は草の根レベルでの地域参加です。CLAIRと3省はこの話題についてどう思われますか。また、その他に提供してほしいワークショップや提案はありますか。

4. CLAIRと3省は全国AJETの活動やサービスについて質問やコメントがありますか。

5. CLAIRと3省は全国AJETから提供してもらいたいサービスや活動はありますか。
AJET-CLAIR-MEXT-MOFA-MIC Opinion Exchange Meeting
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